
今後の課題今後の課題

『湿原生態系の再構築』と『希少種・希少群落などの保全』のふたつの保全対策の視点から取り組み、それぞれの対策効果を相互に補完、促進し合えるよう連携させる

湿原生の動植物が健全かつ持続的に生活できる環境を創出する湿原生態系の再構築

生息域内での保全対策

生息域外での保全対策

希少種・希少群落などの保全
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現在確認されている希少種･希少群落の保全
泥炭採取後に湿原植物が出現した箇所の環境条件を指標とし、ボッグの再生を促す

現況において消滅しているか、持続的な個体群維持が困難な希少種･希少群落の再生･野生復帰
越後沼湿原、江別太遊水地整備区域などに残存する湿原植物の『セーフサイト』として石狩川下流泥炭採取跡地を活用する
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段差

段差壁面から地表水が流出

段差下の地表水位は地表付近で安定

有機質土の透水係数から鉛直方向への透水は少ない
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旧河道

上流築堤側から下流低水路側へと流動 下流築堤側から上流低水路側へと流動

旧河道

旧河道の方向へ向かって流動している 段差上部の地盤高の傾斜に沿って流動している

■調査箇所の箇所での地下水位は一般的に
　言われている地盤の地下水位であり、泥
　炭層の表面付近に分布する地表水位 ( 浅
　層地下水位 ) とは連動していない

地下水位：一般的な地盤の地下水位
地表水位：泥炭層内に分布する浅層地下水位

地下水位と地表水位の流動

下流　　　　　　　　　上流 下流　　　　　　　　　上流

上流築堤側から下流低水路側へと流動
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植物相調査・植生図作成
KP5.5～KP6.0(約15ha)
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航空写真：平成 24年度と平成 18年度の合成
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地下水位観測箇所
(自記水位計設置箇所)

地表水位・水質観測箇所
   (手計りによる観測箇所）
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排水溝
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結果結果

102観測管

101観測管

段差(約1ｍ)

段差の状況

( 平成 25 年 9月 14 日撮影 )

現況の水文環境

■ミズゴケの生育条件
・地表面水位の年変動：0.3m以内 
・水素イオン濃度 (pH)：5 以下 
・電気伝導度 (EC)：100μS/cm以下

凡　　例
ランク

条件に当てはまらない
1つの条件に当てはまる
2つの条件に当てはまる
3つの条件に当てはまる

現況の水文環境で水位差、pH、EC の 3条件が
ミズゴケの生育条件に当てはまる箇所を選定し、
湿原植生再生試験地とする 3 条件の当てはまる箇所

選定した湿原植生再生試験地

下流　　　　　　　　　上流

ホロムイクグ

環境省レッドリスト(2012)絶滅危惧Ⅱ類(VU)
北海道レッドデータブック(2001)絶滅危急種(Vu)

(平成26年8月9日撮影)

エゾサワスゲ

環境省レッドリスト(2012)準絶滅危惧(NT)

(平成26年9月1日撮影)

カヤツリグサ科カヤツリグサ科
ホロムイコウガイ

環境省レッドリスト(2012)絶滅危惧ⅠB類(EN)
北海道レッドデータブック(2001)絶滅危急種(Vu)

(平成24年8月24日撮影)

コイヌノハナヒゲ

北海道レッドデータブック(2001)希少種(R)

(平成24年9月7日撮影)

カヤツリグサ科イグサ科
ホロムイスゲ

(平成24年6月5日撮影)

カヤツリグサ科

自生･再出現を確認した湿原植物
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今後のボッグの再生に適した条件がそろっている
範囲において確認が途絶えていた湿原植物が再生

低水路側周辺のアブラガヤやヨシ群落の拡大によりフェンが拡大し、
モウセンゴケなどが優占していた無機質土壌湿原の範囲が縮小

築堤側でフェンが草地植生に移行

段差下部では無機質土壌湿原植生が維持草地性草本種が侵入し、フェンから
草地植生への変化が進行

泥炭採取後の段差下部に無機質土壌湿原が形成

アブラガヤが優占するフェンが拡大 外縁部より草地植生群落が拡大泥炭採取跡地にフェンが形成

段差下部においてかつての幌向原野の名残とみられる湿原植物が局所的に分布

平成23年(2011) 平成24年(2012) 平成25年(2013)平成22年(2010)

・泥炭が露出している範囲のうち、地表水位の変動が少ない範囲においてはホロムイスゲ、ホロムイコウガイ、ホロムイクグ、コイヌノハナヒゲなど確認が途絶えていた湿原植物が再出現した

・泥炭が露出し地表水位の変動が少ない段差下部の範囲において、流域の過去調査では確認されていない湿原植物エゾサワスゲが平成 26 年 (2014) に出現した

・その他の泥炭が露出している範囲ではヨシ、アブラガヤなどのフェンに生育する植物種が優占している

・泥炭採取時に作業道として頻繁に利用された範囲では、有機質土壌環境において定着しやすいオオアワダチソウなどの外来草本種が侵入・優占している

植生の変化　平成22年(2010)～平成25年(2013)

凡　　例

無機質土壌湿原再生範囲
※

フェン 

草地植生

木本植生

人工裸地

段差

植物調査位置
(コドラート調査：帯状区)

排水溝

※シルトを基盤とした無機質土壌にスゲ属やイグサ科が優占している

材料と方法材料と方法
モニタリングの視点
・リファレンス(標準環境)がボッグであることに着目し、

　ボッグを再生目標としたモニタリングを実施する

・泥炭採取跡地においてボッグ再生の可否を検証するため、

　評価指標としてミズゴケ属の生育条件となる地下水位の

　変動状況、地表水(泥炭間隙水)の水素イオン濃度(pH)、

　電気伝導率(EC)、および湿原植生の分布状況等について

　平成22年(2010)よりモニタリングを継続している

モニタリング項目

　地表水位観測：地表水位の面的把握

　水質調査：地表水(泥炭間隙水)のpHおよびECの面的把握

　ボーリング調査：当該地の土層分布状況の把握

　地下水位観測：当該地の土層分布状況と地下水の関係を把握

　植物調査：当該地に自生している湿生植物の分布状況の把握

調査地調査地
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調査対象地
一級河川石狩川水系
夕張川右岸KP5.5付近

（北海道空知郡南幌町）
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●調査箇所位置図

     北海道の湿原(辻井他,2007)

昭和34年(1959)
幌向原野でのポンプ送泥客土事業の様子

平成26年(2014)
泥炭採取跡地に再生した湿原植生の様子

平成22年(2010)

平成26年(2014)
夕張川高水敷での泥炭採取作業の様子

●調査箇所の成り立ち　-夕張川新河道とボッグ(幌向原野)-

・かつては広大なボッグ(幌向原野)が拡がっていた泥炭地であった
・大正11年(1922)より幌向原野を開削した夕張川新河道の整備が開始され、昭和11年(1936)に通水を開始
・河川敷地内に残された泥炭地は泥炭採取地として利用されてきた
・泥炭層が残されている高水敷の比高は高く、近代以降の治水整備により河川増水時の冠水は20～30年に一回程度に抑えられている

背景と目的背景と目的

　北海道の石狩川下流域にはかつて総面積55,000 haとなる日本最大の湿原が拡がっていた。石狩湿原は美唄、幌向、当別篠津、対雁などのボッグ(≒高層

湿原の植生）が点在する複数の泥炭地の集合体であり、湿原を生育環境とするスゲ類やミズゴケ類などが優占する広大なボッグを形成していた。

　明治以降の開発により、石狩川下流域では1910年代までにフェン(≒低層湿原の植生）が消失した。1950～1960年代の農地開発や治水事業に伴いボッグも

ほぼ消滅し、1983年には石狩平野に残存する湿原植生は119 haと、かつての0.2％にまで激減した。現在では美唄湿原や月ヶ湖湿原などに孤立したわずかな

湿原が残るのみとなっており、またこれらの残存する湿原も地下水位の低下等による乾燥化が進行するなど、今後の存続が危ぶまれている。

　

　石狩川下流の治水事業の一環として夕張川の流れを切り替えるため、幌向原野を開削し1936年に通水した『夕張川新河道』では、高水敷地表面に泥炭層

が露出する箇所が残されており、泥炭採取地として活用されてきた。北海道開発局札幌開発建設部江別河川事務所では、この泥炭採取跡地にかつての湿原

植生が残されていることに着目し、その生育環境を把握する①ボーリング調査、②地下水位観測および③植生調査を2010年から実施している。

　

　また、2010年からのモニタリング結果を受け、国土交通省北海道開発局札幌開発建設部では地表水位の安定化を図る対策工事を計画するとともに、流域

住民や泥炭採取業者などとの連携のもと、かつて幌向地区に形成されていた湿原の再生に取り組んでいる。

■石狩平野には、総面積 55,000ha となる北海道最大の湿原が形成されていた※3

■1983 年石狩平野に残存する湿原植生は 119ha のみ
　現在では美唄湿原や月ヶ湖湿原などわずかな湿原植生が残るのみ

北海道の泥炭地と残存湿原※2

幌向原野

湿地面積：337.39km2 湿地面積：226.56km2約 33％の湿地が消失約 33％の湿地が消失

北海道における湿原の変遷図※1

※1：国土地理院 湖沼湿原調査結果HP　2000
※2：北海道の湿原生態系とその保全・再生　冨士田裕子　2006　　
※3：北海道未開発泥炭地調査報告　北海道開発庁　1963

石狩川下流泥炭採取跡地における湿原植生再生モニタリング
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